
自宅での生活について

2024年 学生アンケート 回答結果

◼ 実施期間：2024年8～9月
◼ 実施方法：Web調査
◼ 対象者：看護学部1～4年生
◼ 回答数：327（回収率82%)

【学年】
1年生：26.3％、2年生：24.4%、3年生：24.5%、4年生：25.1％

９割以上が自宅から通学し、
通学時間は9割が１時間半以内、
９割が公共交通機関を使用し、
通学費用は７割が１万５千未満
であった。

朝食を毎日摂取している学生は
５割程度で睡眠時間は４～８時
間が殆どであった。読書時間は
３０未満が９割近い。
１か月の通信費は１万以内で、
ニュースは８割近くがインター
ネットで取得している。
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SNSについて

１日のSNS使用時間は４時間
以上が２割いる。
LINEやInstagramが殆どで、
主な目的はコミュニケーション
である。
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アルバイト・ボランティアについて

９割以上がアルバイトをしている。
飲食店が最も多い。アルバイトの
主な目的は趣味が一番多いが、学
費のためが１割程度いる。
１か月５万以上の収入が４割程度

いる。
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学習について

１週間の学習時間は１５時間
以上が３割程度いる一方、２
時間未満も１割程度いる。
授業のための学習時間は１
日、３０分～１時間程度が最
も多く４割程度である。
大学の授業については、約
７割が満足してる。
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大学生活について

７割が図書館を殆ど利
用しておらず、利用者は
図書の貸し出しと、自主
学習のために利用して
いる。
学内掲示板やポータル
サイトは３割弱が殆ど見
ず、Gmailを多く確認
している。
国家試験や将来の進路
に不安や悩みを感じて
いる。
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学生相談室について、１割の学生があることを
知らない。
約２割がハラスメント相談窓口を知らない。
就職・進路支援については殆ど満足している。
相談した教職員の対応について、殆ど満足して
いる。
学生生活について、９割が不満に感じていない。
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クラブ・サークル活動について

クラブ・サークル活動をして、よかったこと、困っていること、苦労していることがあればご記
入ください。22 件の回答

・普段話さない人交流を持つことができる。
・選択肢が増える。(養護)、人のために働くことでいいことを
した気分になり気持ちが良いし楽しい。(ボランティア)
・進路を決めるのにとても役立った。
・体を動かせる
・サークルに入っていなければ出会えてなかった人達と出会
えたこと。
・多くの方と話す機会があり、とても楽しいと感じます。
・鞍流川にいる鳥をみることができた
・色々な交流ができて楽しい
・いろいろな情報を共有できる
・他学年の先輩と交流できる
・活動が少なく体制がしっかりしていない。
・予定が合わなくて参加したいのになかなかすることができ
ない。
・家に帰るのが遅くなる
・全く活動しない
・部員がボランティアに参加してくれなくて苦労してる。

今後設立したい・してほしいクラブ・サークルがあればご記入ください。10 件の回答
・起業サークル(大学単位でのピッチに登壇したい)
・ないです
・手話
・特になし
・登山サークル
・保健師サークル
・ダンス
・ラクロス
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大学への評価・要望

学費について

大学全体として、概ね満足しているが、１割程度、
環境や施設・設備などについて満足していない。

６割が親が学費を負担している。
学生支援機構の奨学金については、約３割が受
けている又は受けようと思っている。
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学内施設に関する要望からの改善点

１．「電子レンジやポットの量が少ない。」
→場所とコンセントの問題があるため電子レンジを増やしても
設置する場所がないが、現在故障中の電子レンジがあったため、その分の電子レンジを購入し
た。

２．「3階女子トイレの手洗い場の水の出る量が少ない。」
→水圧を調整し、水の出る量を増やしました。

３．「夏でも、エアコンの温度を21度にして寒くする生徒がいます。
教室のエアコン温度を事務の方から固定し、教室の方では操作ができないように設定する
ことができないかが知りたいです。」

→エアコンの設定温度を上げて、教室が冷えすぎないように改善しました。

４．「一階のWi-ｆiを強くして欲しいです」
「1階ラウンジでWi-ｆiが繋がらないため不便です」
→1階ラウンジWi-fi機能の増強工事を行いました。

５．また、学生から要望が多かった電子テキスト・印刷に関する意見については、
授業資料の電子化では移行期であるため、学生さんが授業をデジタルデバイスを活用して受
講できるように、学生同士でデジタルデバイスの活用について教授しあう場を学生委員会で
は企画しています。
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